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阿武隈川下流における今後の防災・減災対策の方向性【案】
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※具体的な対策内容等は、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

～ハード・ソフトが連携した流域全体での施策による抜本的な防災・減災対策～

○令和元年台風第19号に伴う洪水により、阿武隈川流域では越水・溢水が発生し、本川上流部や支川では堤防決壊等
が多数発生するとともに、本川下流部では大規模な内水被害が発生するなど、流域全体で甚大な浸水被害となった。

○今後、関係機関が連携し、ハード整備・ソフト対策が一体となった流域全体における総合的な防災・減災対策を行うこ
とにより、 逃げ遅れゼロ、社会経済被害の最小化を目指す。

②減災型都市計画の展開
■沿川都市の都市化の進展により低平地の新興住宅地
等での浸水リスクが顕在化

→沿川地域における住まい方、まちづくりの工夫の推進
＜主なメニュー案＞
・浸水リスクを考慮した「立地適正化計画」の展開
・支川や内水を考慮した「複合的なハザードマップ」の作成
・「特定都市河川」制度に準じた流域対策（例:雨水貯留施設等）
・高頻度で浸水する区域の「災害危険区域」等の指定

③地区単位・町内会単位での防災体制の構築
■本川や支川の氾濫、内水など、地区毎に異なる氾濫形態が避難行動に影響
→的確な避難行動に資するきめ細かな情報提供等の推進
＜主なメニュー案＞
・支川や内水も考慮した「タイムライン」の整備・改良
・浸水想定区域における「町内会版タイムライン」の策定・普及、訓練の実施
・「マイ・タイムライン」における住民一人ひとりのタイムラインの普及・促進の実施
・「まるごとまちごとハザードマップ」における地域住民への洪水情報の普及
・県管理の水位周知河川及び国管理ダム下流等の「洪水浸水想定区域」の早期公表

④市町の実情に応じた減災の取り組み
→地域の特性等を踏まえた各種減災対策の推進
・流出抑制・氾濫抑制の取組、住民参加型の防災訓練 等
・自主防災組織の設置促進と人材育成（防災士）
・自助・共助を育む防災教育の推進

下水道事業による雨水貯
留施設の例（郡山市）

雨水調整池内部の状況

①河川における対策の推進

【ハード整備】

■観測史上最高水位を更新するほどの大
規模な洪水により、本川・支川で越水・溢
水、堤防決壊、内水氾濫等が多数発生

→本川の水位を低下させる対策、支川にお
ける堤防強化等の治水対策を推進

＜主なメニュー案＞

・国・県管理河川の堤防決壊箇所等、被災し
た河川管理施設の「災害復旧」の推進

・ 現在実施中の「堤防整備」等の早期完成

・ 「河道掘削、樹木伐採」等の推進、「河川整
備計画」に位置づけられている「河川の水
位を低下させる対策」等の順次検討・着手

・ 本川下流部で内水が顕著な河川等における
「排水機能の強化及び耐水化」

・既存ダムの洪水調節機能強化

相互に
連携

←阿武隈川

丸森町

右支川 内川・五福谷川・新川の内水氾濫(丸森町)
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名取川における今後の防災・減災対策の方向性【案】

○令和元年台風第19号に伴う洪水により、名取川流域全体で大規模な内水氾濫が発生したほか、県管理河川で氾濫
が発生するなど、流域全体で甚大な浸水被害となった。
○今後、関係機関が連携し、ハード整備・ソフト対策が一体となり、内水も含めて流域全体における総合的な防災・減災
対策を行うことにより、社会経済被害の最小化を目指す。

※具体的な対策内容等は、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

広瀬川における増水の状況
広瀬橋（3.6k付近）

①河川における対策の推進

【ハード整備】

■観測史上最高水位を更新するほどの大
規模な洪水により、本川に流入する支川
等における内水氾濫等が多数発生

→本川の水位を低下させる対策、支川等
における排水機能の強化等の治水対策
を推進

＜主なメニュー案＞

・ 現在実施中の「堤防強化」等の早期完成

・ 「河道掘削、樹木伐採」等の推進、「河川整
備計画」に位置づけられている「河川の水
位を低下させる対策」等の順次検討・着手

・ 内水が顕著な河川等における「排水機能の
強化及び耐水化」

・既存ダムの洪水調節機能強化
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広瀬川における増水の状況
広瀬橋(3.6k付近)

②減災型都市計画の展開
■沿川都市の都市化の進展により低平地の新興住宅地
等での浸水リスクが顕在化

→沿川地域における住まい方、まちづくりの工夫の推進
＜主なメニュー案＞
・浸水リスクを考慮した「立地適正化計画」の展開
・支川や内水を考慮した「複合的なハザードマップ」の作成
・「特定都市河川」制度に準じた流域対策（例:雨水貯留施設等）
・高頻度で浸水する区域の「災害危険区域」等の指定

③地区単位・町内会単位での防災体制の構築
■支川の氾濫、内水など、地区毎に異なる氾濫形態が避難行動に影響
→支川も含めて、的確な避難行動に資するきめ細かな情報提供等の推進
＜主なメニュー案＞
・支川や内水も考慮した「タイムライン」の整備・改良
・浸水想定区域における「町内会版タイムライン」の策定・普及、訓練の実施
・「マイ・タイムライン」における住民一人ひとりのタイムラインの普及・促進の実施
・「まるごとまちごとハザードマップ」における地域住民への洪水情報の普及
・県管理河川及び国管理ダム下流等の「洪水浸水想定区域」の早期公表

④市町の実情に応じた減災の取り組み
→地域の特性等を踏まえた各種減災対策の推進
・流出抑制・氾濫抑制の取組、住民参加型の防災訓練 等
・自主防災組織の設置促進と人材育成（防災士）
・自助・共助を育む防災教育の推進
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雨水調整池内部の状況

～ハード・ソフトが連携した流域全体での施策による抜本的な防災・減災対策～

下水道事業による雨水貯
留施設の例（郡山市）
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減災対策協議会幹事会

名取川・阿武隈川下流における今後の治水・減災対策のスケジュール（案）

台風１９号発生

今後の治水対策の検討

名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
〇台風19号の概要、総合治水・減災対策プロジェクトの概要
〇今後の進め方

阿武隈川下流部会 名取川部会

Ｒ１．１０月１２日

■構成市町
角田市、岩沼市、白石市、丸森町、
柴田町、亘理町、山元町、蔵王町、
七ヶ宿町、大河原町、村田町

■構成市町
仙台市、名取市、川崎町

■共通関係機関
仙台管区気象台、宮城県、仙台河川国道事務所、七ヶ宿ダム管理所、
釜房ダム管理所

＜主な検討項目＞
〇台風19号での被害形態に応じた被害軽減対策（主に内水対策）
〇減災に向けた更なる取り組みの促進

Ｒ２．１月下旬～２月

名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
〇取り組み方針の改定

Ｒ２．３月下旬

Ｒ１．１２月１８日 減災対策協議会幹事会

Ｒ２． １月１５日
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①河川における治水対策の推進

○ 下名生地区（柴田町）の現在実施中の「堤防整備」等の早期完成

しばたまち

柴田町

かくだし

角田市

阿
武
隈
川

整備イメージ

▽計画高水位

堤防整備

（川側）（宅地側）

下名生地区

浸水想定区域

【柴田町 下名生地区堤防整備】

下名生地区・河川改修（堤防整備）のイメージ
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（樹木伐採）

岩沼市
（河道掘削）

舘矢間
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柴田町
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①河川における治水対策の推進

○ 「防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対策」として実施している河道掘削・樹木伐採等の推
進

【丸森地区 樹木伐採（R1.7撮影）】

樹木伐採中

阿武隈川
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①河川における治水対策の推進

○ 内水が顕著な河川等における「排水機能の強化及び耐水化」

【耐水化の例】

防水扉イメージ

防水扉化

【排水機能の強化の例】

無動力化

スライドゲート（手動操作）

フラップゲート（自動開閉）
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②減災型都市計画の展開

○ 浸水リスクを考慮した「立地適正化計画」の展開

【立地適正化計画制度における区域指定のイメージ】 【浸水リスクを考慮した立地適正化計画（郡山市）】

災害リスクのある地域
（網掛け・色塗り箇所）を
居住誘導地域から除外
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②減災型都市計画の展開

8

○ 支川や内水を考慮した「複合的なハザードマップ」の作成

【河川のはん濫（外水）・内水それぞれのハザードマップの作成（郡山市の例）】
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②減災型都市計画の展開

9

○ 「特定都市河川」制度に準じた流域対策（例:雨水貯留施設等）

【下水道事業による雨水貯留施設の整備（郡山市・麗山調整池）】

【参考】「特定都市河川」制度の概要
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②減災型都市計画の展開
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○ 高頻度で浸水する区域の「災害危険区域」等の指定

丸森・梁川地区
土地利用一体型水防災事業

における災害危険区域指定箇
所の空撮写真（梁川区間）

【災害危険区域の指定による土地利用規制のイメージ】

浸水頻度が高い地域に
ついては建築基準法に
基づく「災害危険区域」を
指定し土地利用を規制

【二本松市内の事例（二本松・安達地区）】 【伊達市内の事例（梁川地区）】
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③地区単位・町内会単位での防災体制の構築

○ 支川や内水も考慮した「タイムライン」の整備・改良

【郡山市の洪水タイムライン（簡易版）】

【福島市の洪水タイムライン（簡易版）】

【タイムライン（防災行動計画）のイメージ】

○ 関係機関の行動等も詳細に記載
した「詳細版タイムライン」の整備

○ 中小河川や内水も考慮したタイ
ムラインの策定

等の整備・改良を順次実施

※両市とも「詳細版」策定済。
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③地区単位・町内会単位での防災体制の構築

○ 浸水想定区域における「町内会版タイムライン」の策定・普及、訓練の実施

【町内会版タイムラインのイメージ】
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③地区単位・町内会単位での防災体制の構築

○ マイ・タイムラインにおける「住民一人ひとりのタイムライン」の普及・促進の実施

【マイ・タイムラインの普及・促進のイメージ】

マイ・タイムラインとは、防災情報を元に住民一人ひとりが自分自身の家庭環境に適した標準的な防災行動（避難計画）
の事であり、家庭版タイムラインといえるものです。

〔岩手県平泉町で実施された水防災ワークショップの例〕

ワークショップにて、災害時に避難誘導のキーマンとなる区
長、自主防会長、消防団、学校関係者などを対象に自分
自身の避難のタイミングと避難経路を考えた「マイ・タイム
ライン」を作成し、地域防災力の向上を図る。

区長、自主防会長、消防団、学校関係者などが、各地区、
町内会、学校に持ち帰り、会合等で地域住民や学校での
防災教育等により普及・促進。

【マイ・タイムライン作成ツールとして「逃げキッド」の例】

一般財団法人河川情報センター
逃げキッドのダウンロード
http://www.river.or.jp/jigyo/my-timeline_download.html
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電柱などに浸水の深さ、避難ルートの案内看板を設置

③地区単位・町内会単位での防災体制の構築

○ まるごとまちごとハザードマップにおける「地域住民への洪水情報」の普及

【山形県長井市で実施された「まるごとまちごとハザードマップ」の取り組み事例】

まるごとまちごとハザードマップとは、実際に「洪水ハザードマップ」の情報を、まちなかに表示するもので、浸水エリア、
浸水の深さ、避難所までのルートを把握し、「想定浸水深プレート」を設置することで、地域住民の防災意識を高めるも
のです。

地区会による検討、危険箇所等の書き出し

まち歩き（避難ルート、危険箇所の確認）

避難ルートの確認・決定

必要に応じて
見直し

地域住民へ防災意識の啓発

地域住民の安全でスムーズな避難

日常時
地域の洪水意識向上

洪水を知る

日常時
避難場所、避難の学習

避難を知る

発災時
判断のための情報
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